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桜
さくらがね

鐘古窯群
知多市佐布里字奥茂長田
（北緯34度57分55秒 東経136度54分1秒）
工業用水道事業
平成16年４月～６月
536㎡
宮腰健司・池本正明

調査は工業用水道事業に伴う事前調査として、愛知用水水道南部事務所より愛知県教育
委員会を通じた委託事業として実施した。調査面積は536㎡である。
調査区は、北東に向けて伸びる小尾根の頂部付近となる。調査区周辺は、工業用水道事

業計画が開始される以前に、一部を除き標高60ｍ前後に削平されていた。このため、調査
は残存する斜面部のみを対象とし、南東側斜面をＡ区、北西側斜面をＢ区とした。
調査の結果、Ａ区で２基、Ｂ区で５基の窯体を検出した。窯体の残存状態は良好とは言

えず、いずれの窯体も燃焼室と焼成室の下半部が残存するにすぎない。
窯体構造で特徴的となるのは、Ａ区SY02の焼成室内に設置されたいわゆる「支柱」があ

る。Ａ区SY01、Ｂ区SY05の床面でもその痕跡が確認でき、ここでも設置されていた可能
性が高い。また、分焔柱を焼成室側に伸ばす改修が、Ａ区SY01・02、Ｂ区SY01・03で確認
できた。このうち残存状況が良好なＡ区SY01でその手順を観察すると、分焔柱基底部の
少し上方に直径５㎝程度の杭を打ち込み、スサ入り粘土を巻き付けた直径10～15㎝程度
の棒状の粘土塊を作った後、これを支えとしてさらにスサ入りの粘土を貼り付けて、基底
部計測で0.5ｍ程度焼成室側に分焔柱を伸ばしている。

調査の経過

調査の概要

調査地点（1/2.5万「刈谷」）

遺構平面図（1：400）
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Ｂ区SY02分焔柱 鳥押印文

Ａ区全景 B区SY03

Ａ区SY02 分焔柱断面

次に、遺物の出土状況で特徴を探すと、まずＡ区SY02の焼成室最下部の壁際から、ほぼ完形となる甕
が伏せられた状態で出土している。甕は焼成時には底部を下として窯詰めされており、焼成後に改めて
天地逆に置かれたものと考えられる。伏せられた甕は底の一部が剥離しており、これが原因して窯内に
遺棄されたものかもしれない。ただし、甕の出土位置が焼成室から見て分焔柱手前にあたり、製品搬出
作業の障害となることから、一応遺棄以外の可能性も考慮しておきたい。また、Ｂ区SY01では、分焔柱
の補修部分にほぼ完形な壺を塗り込めている。ただし、分焔柱の中央が大きく攪乱により抉られており、
詳細は明らかではない。
出土遺物は、壺・甕・鉢が主体となり、椀・小皿がこれに加わる。時期は13世紀後半（6a型式期）が中心

となっている。出土遺物は未整理だが、Ａ区SY01の製品に鳥をモチーフとした押印文が数点確認されて
いる。 （池本正明）




